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2010プロジェクト　始動！

‐設計中間報告会設計作業

‐第1回　オールアセンブリ
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設計中間報告(毎週土曜)

設計作業

今年度からの初の試みである中間報告です．各メン
バーの進捗や知識の共有を目的としています．上
級生から発表をはじめてどういう形でやるかを下級
生に伝えていきました．

はじめは皆手探り状態でしたが，やっているうちに
意見も多く出てきたり，CADを上手く描くアドバイス

なども出てきて有意義なものとなったと思います．

やってみて表れた問題点は，週末の土曜日に6人
ずつ行うのですが土曜日にイベントが入ることも多く，
またテスト期間やインフルエンザの影響で皆が集ま
れる回数が減り，思うように進まないという点で，全
体ミーティングを行う火曜日に振りかえることで対応
しています．

ただやはりやってみると，メンバー全員のレベルアッ
プという点でも方向性の統一という点でもメリットは
多いと感じているので，今後もしっかりと続けていき
たいと思います．

第1回　オールアセンブリ(11/28)
11月も終わりが近づく中，各部品の設計も進みいよ

いよ車輌の全体像が露になるときがきました．そう
です．CAD上で車輌を組み立てる，オールアセンブ

リです．

今回のアセンブリの大きな目的としては，車輌のす
りあわせで毎年かなり時間のかかってしまう「フレー
ムとサスペンションの接点」を明確にすることでした．
サスペンションからの入力を効率よく受けることでフ
レームを軽量にできるので，重要な設計のポイント
であり，これでフレームが決まれば各部品のマウン
トをきっちりと決めることが出来ます．

今年度は情報共有ソフトの導入などの甲斐もあり，
思った以上にスムーズにアセンブリを行うことが出
来ました．



ファーストアセンブリを終えて（パワトレ班リーダー　和泉恭平）

サスペンションジオメトリ（接点の位置）は各部品の
要望と求められる性能のバランスを取りながら，決
まりました．ただフレームについてはレギュレーショ
ン不適合の疑いが出てきたため，設計変更が必要
であることが分かりました．とはいえ車輌の全体像
は見えてきたので，あとは各部品のマウント位置な
どを検討していきます．

ただ部品によっては，昨年度の問題が重大だったた
め，まだ悩んでいて遅れてきています．来月の設計
完了に向け，遅れを取り戻せるよう進めていきます．

パワトレ班では，各メンバーが，部品同士の干渉
を避けることや，信頼性の向上を念頭に置いて設
計してきたおかげで，大きな問題もなくアセンブリ
ができました．今後は，製作に向けて，設計の完
成度を高める作業が待っています，

パワトレ班としては，どのように車両を速くするか
ということで，今まで培ってきた技術に，より発展
的な内容として，ドライサンプ，ロータリーバレルス
ロットル等を加えて，昨年度以上の成績を狙って
います．
設計には主に解析ソフトを使用していますが，ま
だまだ実物とのずれや実験不足による裏付けの
不足があるので，今後はそういった面の充実を図っ

ていこうとしています．

工学部2年．Eg特性・冷却・
デフ設計担当．Webなども

担当するマルチプレイヤー

サス班では，サスジオメトリで応答性の向上を目指
し，ブレーキング時の挙動変化を減らし，またロー
ルセンターを去年より下げました．現在残っている
問題点は，リアサスのレイアウトです．オールアセ
ンブリで各パーツの位置を考慮し考えていきたいと
思います．また各部品で剛性を均一化することで，
更なる軽量化を目指しました．
今までは十分に確認することができなかった他の
パートの具体的なレイアウトなどがわかり，今年の
車両全体像が見えたという意味で，良い機会となり
ました．まだまだ問題点，心配点は山積みですの
で，このオールアセンブリを踏まえてさらに設計を
進めていきたいと思います．

ファーストアセンブリを終えて（サス班リーダー　後藤明之）

工学部2年．サスペンション

設計担当．昨年度はチーム
をコスト1位に導く．



協賛スポンサー様
このチームの活動は下記のスポンサー様のご支援により成り立っています．

編集後記

この活動をより深く広く見ていただき
たいと思い，このような活動報告書を
まとめました．2ヶ月に1度発行しよう
と考えています．

今回は設計についてフィーチャーしま
したが，他にテスト走行なども行って
います．ただそれらについてはブログ
を通じて伝え，この報告書ではより深
いチーム事情を伝えるつもりです．今
後も宜しくお願いします．

プロジェクトリーダー

奥西 晋一

工学部4年


